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平成１５年 ７月 第３次指定 ５３ha 

平成２３年 ３月 東日本大震災発災 

平成２３年１１月 都市再生特別措置法改正 

         地域性整備方針の改正 

         地域拡大  ６６ha 

平成２４年 ７月 都市再生特別措置法改正 

         地域整備方針の改正 

         ⇒防災に関する記述を強化 

都市再生緊急整備地域指定の経過 
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地域整備方針・１ 

１ 整備の目標 
• 京浜臨海部への交通の要衝として広域的な商業・業務機能等の拠点として
発展してきた川崎駅周辺地域において、次世代を見据えた高次な都市機能
拠点として再生するため、駅周辺での大規模低未利用地の土地利用転換や
防災性の向上に資する老朽建物の更新により、広域的な交通結節点として
の立地特性を活かし、商業・業務・研究開発・文化・住宅等の都市機能がコン
パクトに集積した魅力とにぎわいのある都市拠点を形成 

２ 都市開発事業を通じて増進すべき都市機能に関する事項 
• 商業・業務・研究開発機能の高度化を図るとともに文化・アミューズメント機能
等の集積とあわせ都市型居住機能を導入 

• 川崎駅周辺の回遊性向上に資する交通結節機能の改善・強化 

• 災害時における広域的な都市拠点としての防災機能の強化 
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地域整備方針・２ 

３ 公共施設その他の公益的施設の整備及び管理に関する基本的事項 
• 既存の商業集積等を活かしつつ、駅周辺の東西の集客施設相互の回遊性向
上を図るため川崎駅北口自由通路の整備による歩行者ネットワークの形成 

• 西口地区における地区内の回遊性の向上と歩行者空間の整備 
• 東口駅前広場から京急川崎駅周辺地区における、防災性の向上と回遊性の
強化に資する老朽建物の更新・改善及びこれと併せた歩行者空間の整備 

• 災害時における地域内の滞在者等の安全確保に必要な設備等の整備を検
討 

４ 緊急かつ重点的な市街地の整備の推進に関し必要な事項 
• 魅力ある都市拠点の形成に向けたテーマ性のある都市景観の形成 

• 高齢化社会や国際化社会に対応したユニバーサルデザインの導入 

• 低炭素社会を目指した環境技術の導入 

• 一時滞在施設の指定、災害時の行動ルールの策定や大規模災害を想定した
訓練の実施等、ソフト対策を充実することにより帰宅困難者対策を推進 
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都市開発事業・１（商業・業務・研究開発・文化・アミューズメント機能等の集積） 
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都市開発事業・２ （都市型居住機能の集積） 
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都市機能の集積 
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6.3倍に増加！ 
平成12年／平成24年  

・・・・・・・・13.1倍 

・・・・・・・・・2.5倍 

・・・・・・・・・4.1倍 

・・・・・・・・・3.1倍 

 

   ・・・・・・24.6倍  

99,744㎡ 

628,089㎡ 

【出典】平成12年：都市計画基礎調査※一部は平成7年の調査結果 

      平成24年：建築計画概要書、面積表、施設諸元表 等 7 



公共施設等の整備・１（西口） 
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公共施設等の整備・２（東口） 

9 



川崎BE 

北
口
自
由
通
路 

東
西
自
由
通
路 

駅関連施設 

新設コンコース 

ホテルメッツ川崎 

（仮
称
）中
央 

 
 

 
 

北
改
札 

（仮
称
）北
改
札 

新設３階（改札階） 

約25ｍ 

約10ｍ 

＜凡 例＞ 

    北口自由通路 

    駅施設・駅関連施設 

    店舗・店舗内通路・後方施設等 

    エレベーター・エスカレーター 

    改札口 

東京方面 

東
口 

横浜方面 

西
口 

西口バスプール 

ラゾーナ川崎プラザ ※整備構想図であり、今後、変更の可能性がある。 
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イメージパース 

北改札口（東口方面を望む） 

西口側モンタージュ 

東口側 
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ＪＲ川崎駅・京急川崎駅乗降者人員数の増加 

（人） 
約１５％の増加 
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平均地価の上昇 

H24年／H15年比 
１．５６倍 

H24年／H15年比 
１．６２倍 

※市平均は地価調査による公示地価。これ
と水準を合わせるために、川崎駅周辺地域
平均は路線価格÷0.8に換算している。 13 
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川崎駅周辺地域のまちづくりに関するアンケート調査・１ 

【目的】 

川崎駅周辺地域のまちづくりが概成したことをうけ、平成１４年から２４年度に当地域にお
いて都市開発事業等により整備完成した建物、公共施設及び事業全体に対する市民の評
価を把握し今後の当地域のまちづくりに資するため。 

【調査の方法、回答者の属性】 

調 査 対 象 ・・・２０歳以上７０歳未満の川崎市民（世帯主もしくはそれに準ずる者） 
標  本  数 ・・・1,500標本（無作為抽出、川崎・幸区計750標本、その他５区計750標本） 
調 査 方 法 ・・・郵送配布、回収による調査 
調 査 期 間 ・ ・ 平成２５年１月２４日（木）～２月１３日（木） 
有効回収数・・・・調査機関：410標本（回収率27％） 
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（参考）訪れる際の主な交通手段 

問2（1）：訪れる際の主な交通手段

①10%

②9%

③38%
④21%

⑤14%

⑥1%

⑦6%

①徒歩（35人）

②自転車（33人）

③電車（133人）

④バス（75人）

⑤自家用車（50人）

⑥バイク（4人）

⑦無回答（21人）

◆ 全ての目的で訪問機会が増加。買物やサービス施設利用の目的で訪問する人の増加が顕著 

（1）都市開発事業により整備された建物に対する評価 

川崎駅周辺地域のまちづくりに対するアンケート調査・２ 

問2（2）整備前（平成15年）と比べた訪問（利用）機会の変化

①51%
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①23%
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③52%

③61%
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③38%

④14%
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⑤21%
②2%

②3%

②3%

②3%

②7%

②7%

②6%

②4%

④8%

④8%

④11%

④7%

④6%

④7%

⑤3%

⑤5%

⑤5%

⑤11%

⑤11%

⑤9%

⑤10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

買物やサービス施設の利用(330人）

喫茶・飲食（291人）

音楽・映画鑑賞（242人）

文化活動・生涯学習（88人）

医療施設の受診（113人）

仕事の関係（134人）

知人宅への訪問（64人）

その他（52人）

駐輪場の利用（94人）

①増えた ②減った ③以前と
変わらない

④分からない ⑤無回答

整備前（平成15年）と比べた目的別の訪問（利用）機会の変化 

（2）公共施設（駅前広場、道路等）整備に対する評価 

 ◆ まちの玄関口としての川崎駅前の印象が非常によくなった。 

問3（1）まちの玄関口

①80% ③11%④7%

②0.3%

⑤2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①よくなった（281人） ②悪くなった（1人）
③以前と変わらない（37人） ④分からない（26人）
⑤無回答（6人）

まちの玄関口としての川崎駅前の印象 

・過去1年以内に当該地域に訪れた回答者351人中 

川崎駅周辺地域に訪れた

回答者の 

80パーセントが 

「よくなった」と回答。 
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◆ JR川崎駅の東西間及び、JR川崎駅・京急川崎駅間の回遊性が向上した。 

JR川崎駅西口・東口間の回遊（行き来） 

・過去1年以内に当該地域に訪れた回答者351人中 

問3（2）JR京急間の回遊

①41% ③32% ④23%

②3%

⑤2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①行き来しやすくなった（143人） ②行き来しにくくなった（12人）
③以前と変わらない（111人） ④分からない（79人）
⑤無回答（6人）

JR川崎駅・京急川崎駅間の回遊（行き来） 

・過去1年以内に当該地域に訪れた回答者351人中 

問3（1）JR西口東口の行き来

①54% ③24% ④15%

②6%

⑤2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①行き来しやすくなった（190人） ②行き来しにくくなった（20人）
③以前と変わらない（83人） ④分からない（51人）
⑤無回答（7人）

JR川崎駅西口・東口間の回遊（行き来） 

◆ 自転車の通行の安全性には変化が見られず、車の流れは混むようになった。 

（道路の利用）自転車での通行の安全性 問3（3）車の流れ

①17% ②38% ③26% ④18% ⑤1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①流れがよくなった（31人） ②混むようになった（67人）
③以前と変わらない（46人） ④分からない（32人）
⑤無回答（2人）

（道路の利用）車の流れ 

・過去1年以内に当該地域を車で通行した回答者178人中 

問3（3）自転車での通行の安全性

①23% ②23% ③41% ④10% ⑤2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①安全に通行できるようになった（29人） ②通行しにくくなった（29人）
③以前と変わらない（52人） ④分からない（13人）
⑤無回答（3人）

・過去1年以内に当該地域を自転車で通行した回答者126人中 

川崎駅周辺地域のまちづくりに対するアンケート調査・３ 
◆ 歩道の通行のしやすさ及び、エレベーター・エスカレーターによる通行の利便性が向上した。 

問3（1）歩行者

③9% ④13%①72%

②4%

⑤2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①通行しやすくなった（251人） ②通行しにくくなった（15人）
③以前と変わらない（32人） ④分からない（47人）
⑤無回答（6人）

歩道の通行 

・過去1年以内に当該地域に訪れた回答者351人中 

問3（1）エレ

①56% ②21% ③20% ④3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

①便利になった（196人） ②以前と変わらない（74人）
③分からない（70人） ④無回答（11人）

エレベーター・エスカレーターの通行 

・過去1年以内に当該地域に訪れた回答者351人中 
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問5　整備の実施による「川崎駅周辺のまちのイメージ」の変化

①73%

①62%

①43%

①33%

①16%

①18%

①39%

②8%

②11%

②19%

②25%

②37%

②28%

②18% ③9%

④28%

④31%

①59%

①20%

①30% ②18%

②17%

②4%
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③14%

③16%

③11%

③14%

③10%

③15%

③13%

③10%

④37%

④27%

④20%

④17%

④34%

④47%

④17%

④12% ⑤3%

⑤3%

⑤3%

⑤3%

⑤3%

⑤3%

⑤3%

⑤3%

⑤4%

⑤3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まちに賑わいと活気が現れつつある

便利で住みよいまちになりつつある

地震や火災等の災害に強いまちになりつつある

防犯面でも安心・安全なまちになりつつある

川崎市の広域拠点としての「新たな顔」が出来つつある

特色のあるまちになりつつある

周辺の景観と調和したまちが出来つつある

緑豊かなまちになりつつある

地球環境にやさしいまちになりつつある

誰もが使いやすいバリアフリーなまちになりつつある

①そう思う ②そう
思わない

③以前と
変わらない

④分からない ⑤無回答

◆ 川崎駅周辺地域の整備により、「賑わい」「利便性」「拠点性」に関する川崎駅周辺のまちのイメージが向上した。 

川崎駅周辺地域
の整備による川
崎駅周辺のまち
のイメージの変化 

それぞれ、回答者全員（410人）中 

賑わい向上 

利便性向上 

拠点性向上 

緑の豊かさ、地球環境へ
の配慮についてイメージ
の変化が見られない 

地域の市民や滞在者の安全性を確保するための「都市再生安全確保計画」を作
成・周知することにより、川崎駅周辺地域の市民や滞在者の理解を高める。 

【効果】 
川崎駅周辺地域の魅力と価値の向上⇒都市間競争力強化 

「分からな
い」という回
答が最も多

い! 

川崎駅周辺地域のまちづくりに対するアンケート調査・４ 
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